
 東京協議会 秋の特別講座 2023.10.8. 於 エデュカス東京 
脱「搾取・貧困」の『資本論』未来社会論　　講師 宮川彰（首都大学東京名誉教授）

─「資本主義時代の成果」に基づいた「個人的所有」の再建、または “流した汗が真に報われる社会”の実現 を深掘りする 
─ 

ワンポイント：～こんにちの資本主義弁護論/手直し修正擁護論 vs. 「資本論」仕様の“株式”社会主義モデル村～
! “"#$%&'”()*+,-./0123, 456)789倫理的資本主義を目指して:     ……;5<=5>?@NO.1 

Cf.,ABCDEFGHIJKLMNOPQOR9?ST:U2009VWXYZ“[\]^_`=abc”Fdefg9[\hijdklmlnojpq:9rOPK_
`stuvwxyppU[\hijzOvwed{oyppVFp|}kljpzr~:�140-2ÄÅ 

Ç 現代中国における共産主義村モデル村�9tÉÑÖÜ:áàâäãåçYÅ.éééé   é……;5<=5>?@NO.è 

éêëG70íì「個人的所有」V30íì経営・蓄積資金îq9hitïñ:v9óò5:GyP{ôöõ Gúù>ûü†F°¢~q 

【１】未来社会論構想、骨子の概要 ～三つの基本文献： 『資本論』/9£ù§•¶ß®:/K©õOP™)îU～ 
●K?STU´¨≠ÆØ.BV91864-65∞±≤:≥�¥3µÅ∂∑1867∞¥1µ∏ä!∑J1868∞π1881∞¥2µ&∫ªº≤≥ÇZ∑
1875∞9£ù§•¶ß®:ΩæeVマルクスの未来社会論は成熟、確立にいたる。
●「資本主義生産生産の真の制限は、資本そのものである。」（第3巻原260/新訳⑻829/新書⑼/426）─科学的社会主義の未来社会論の中
軸は、資本のくびきから労働の社会的な生産力の解放と飛躍的拡大、そして、溢れ湧く経済的物質的富の社会成員への潤沢な均霑qこの
合法則的大道スジを以てV?Sø¿¡N¬√ƒG≈∆¡«»FI…æ GÀÃsÕŒdVœ.–ù—“”s‘’÷Rq
………………………… 
【２-a】未来構想キーワード ～K?STUt◊µkG?SÿŸ/⁄¤ÿŸG‹›F9£ù§•¶ß®:kGfi&～ 
　⑴ 第１巻klV①fl¥1‡¥1·‚JÆ„5‰5FÂ°dÊZÁ¬ø¿YËkG社会的総労働の均衡的分配V②fl¥5‡¥15
·‚YË¡ÈN¬ÍæÎdÊ「剰余」・「必要労働」割り振りVÏG;ù-ÌÓüV③fl¥Ô‡¥24·‚?SÒÚÛGÙ
ıFdeV資本主義的領有〔取得〕法則sˆ˜/¯˜æV“ï˘*Gï˘”、「個人的所有」の再建。“流した汗が報われる分
配”の実現、≠Æ˙§2ü˚»V?Sø¿¸≥GFô˝˛は不可避qééé……ˇ&!"ÇπV;5<=5>?@NO.#é 
é⑵ 第２巻klV9$N¬GÚÛ:s%&æ'(fl¥◊‡‚V①9)*G+‘dÊ,-†:æ.PdÊ合理的な社会管理の
必要・必然性flI‡¥20·‚V② 釣り合いのとれた持続可能な拡大再生産の見通しflI¥21·‚q 

é⑶ 第３巻klV① ê/01234GÚÛkˇ5s6ô7877�資本の存在証明「利潤率」の衰滅G˙9:;ù:Å【¥
◊‡ê/012ÚÛT‚V② <&=>G?@9AƒËY:BCkDEeF˛YËGGHIJîFKLd÷R�“所有と経営の分
離”の成熟・利子の「質的分裂」→資本“所有=「利子」”の存在根拠喪失/資本“機能の実業元本”化：資本所有と資本家のお
払い箱入りÅ【¥#‡êM/êMNN?ST‚q③ OHkG?Sø¿N¬√ƒswPR=Q/RS�NTÍ?GUVWUXY
GRSV?SFI√æ土地所有と地主のお蔵入りZ[Åfl¥\‡¤âT¥37·‚V土地所有の総括fl¥\‡¤âT¥46·‚q④
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「必然性の国」から「自由の国」・『真の自由の国』への素描fl¥Ô‡ï]T¥49·‚。 

é⑷「ゴータ綱領批判」klV① 共産主義社会のより高い段階kV9hi*ìNôRÊwG^_Fder8kj(V労働そ
のものが生活の第一の必要〔欲求〕となる」「真の自由の国」îG`aGDbdq②  cLGÁ¬ø¿.Æù05「各人は能
力に応じて、各人には必要に応じて」G+,-.jPklGdedFfBgqééé   é ……ˇ&
!"hV–i.>?@!—hV;5<=5>?@NO.#é    éééééééééééééééééé     

�jÅ 

【２-b】特筆ポイント： 
要点① ?SGklOPG生産力解放GmnlV飛躍的な再生産拡張/経済成長(富の増 
　進)//生産に必要な労働時間の飛躍的短縮Vo×“pBq”/“rÆBq”V×“1Bq” 

é/“stuvYË” /“3óYËø¿”JWFP+wx2023yV3.4zã{|}˜~�Zq 

要点② N¬^_GYË¡ÿŸFjPÄ「"個人的所有"の再建」FlVYË¡N¬ÍG| 

éÅ個人的消費æ{QRuÇGV公正平等な分配Gd(Nk÷qO7eGÉ¡Ñã¡ÿŸ 

éGÖÜG─áãhiG_`G`àæ%â(?Sø¿¶Ÿsäãde─“‹›åxÊ”ç 
ééèVS˛GÉŸæêQEÊ“合理的核心成果〔自分の労働に基づく所有〕の進化型”rq 

　⑴ N¬^_GYËësíìdjpîïælVóò5JÁŸñ¬ZGóò÷PkôôVÁŸ
ñ¬FdeyP{((Çö÷R)õFDkôjpqo×“óúùûü†Jóò5ø¿Vñ¬ÁŸø
¿Z”q 

　⑵ YË¡N¬^_s°¢/£§dj8xyVYË¡N¬ÍsÁŸñ¬FdeKÑã¡•
¶Uæ•ßded{|®Oj(VYËG$N¬l©™´ôTCkôjpqYËlN¬^_jd
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未来論のキーワード中のキーだ。
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汗水流して報われることの止揚の姿。
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G¨≠F”~JæÆØ´∞Rsojpqo×“úù>ûü5YËø¿”/×“労働全収権説”←×“±≤

≥ï]¥”V/×ラサール派“俗流分配説”VJ9£ù§•¶ß®:kG+,-.æ~Rß®øµZq 

　⑶ N¬^_YËës7Oå∂RGlVÁIYËs∑∏÷R『国家』kçR®Ojpqo×“π

∫ªø¿Jüºùiü†Z”q 

é要点③ $N¬GÚÛæ%&Ω8Ê“æéïpGFxÊ”Ïæ©™,-jø¿"¡(…¥2µ)ééé
──$N¬wƒG¬Ekqiù;ù:xⅠ(v+m)＝Ⅱc…再生産の比例(均衡)条件。 
é【草稿執筆史実から】¥1µ∏ä1868∞√äƒ≈+,-.l™(¥2µ´¨æ∆«q1868∞π¸»∞

1881∞{kæ¥èπ…±≤G6 77G∫ª±≤GÀsÃôBgÊq 
é¸ÕŒ≤FjEÊ¥…G∫ª≤lVàØäG¥3‡¥21·9Ò{Êlœ6$N¬:–ù+GfBg
rqo×∏äÕ1868年æ x{kG“N¬–cBø¿”OP“póúùûü†”æ6—“çEÊJ”‘’÷Z/

×1865年“◊dp)*T”G+Dæ~éÃôedsÿPxÊJŸ⁄(¤Z/×¥2µ¥3‡‹›G™ôæ)*

Tì´¨åxR¢ôkçEÊJmfifl¤VŸ⁄ZVF÷R‡¥lVÑ·∆‚G„Ω8j(V+,-.G´
¨öõ'~‰Œ≤ÂgFDïÊdjpqF(æ“pBq”F˛Tæ6—“dÊJx”‘¥�1868∞ƒíGÁ
+,-.GËéÈ“N¬–cBø¿”+ Í“ÎÏùÆ9ÌÓÔø¿”ÅZlÒr�øÚp.204kÕÛçéÅq 

é要点④ ÙıG 真に“公正で平等な”富の分配G‚àfl各人は能力に応じて、各人に
は必要に応じて‚(9£ù§•¶ß®:ˆ˜)q¯5/Ìò5ø¿,ù˘kl9˙ãæl
-–æ˚¸eV˙-–ælf˝æ˚¸e:V;˛ù≥x9˙ãl-–æ˚¸eV˙ãlabæ
˚¸eJtN¬ÍOP÷ˇ!"Äzsf8`RZ#:q「労働全収権」$õkp%∂Px
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つまりは、文明否定説！

宮川彰
「国家」死滅まえの最後のお役目・・

宮川彰
マルクス派以外の学派流派の宿痾の罠! ←労働の二重性の把握欠如
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ÊVËEÊ分配主義的な偏向s'‰Êˆ˜V Gß®∫Òì+,-.G•¶ß®G
&µq 

é⑴ N¬ÖÜG'wàkdOjp分配関係の位置の適正化V⑵「搾取」ÖÜGklGÇ(F
 Gäãæ~R生産力の飛躍的解放V⑶9)ÿF*=:ì‹›åx「労働が生活の第一の欲求
(必要)」FjRBv_+GDıw【以上「ゴータ綱領批判」のマルクスのチェック眼目の主要三点】q 

ééõõOPV「真の自由の国」,ŸG.Æù05æded-P´Rq“÷ˇGñê”V“tï

ñ”j∂V91,—.ü¡ñêG/pRSì0tæGéõoPxR:FÃô1oDb÷qfl150
∞GÅàâGV生産の不均衡・低迷/富の極端な偏り/人権のいちじるしい不平等など、おな
じ舞台設定でおなじ質の、経済社会上の歴史的課題k÷�!!Å       

(j)
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社会の総生産物を賃金・利潤・地代の諸収入で山分けし食い尽してしまう、而して、未開野蛮に還る、という荒唐無稽さ！

宮川彰
「労働の二重性」、および、労働価値説・剰余価値論、この宝ものの『資本論』基礎理論を欠如する立場は、かならず不可避に、「労働全収権」類似の、ないしは、通俗的分配主義的な、偏りに陥ります〔“「再分配」で世直し論”や“労働分配率至高主義”や“GDP論”〕。きょう日の非労働価値説派の議論の陥穽だ。
　“流した汗が真に報われる社会”の実現にもっともちから強い理論的武器となるのが 労働価値説、『資本論』1867年冒頭にはじまり、「ゴータ綱領批判」にみのった共産主義標語の展望にいたるまで。
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宮川彰
“経団連御用達”M・ガブリエル ボン大学教授「倫理的資本主義を目指して」 …ワンポイント資料NO.⑴
Cf.,池上彰見解との異同〔『高校生からわかる「資本論」』2009、集英社〕“剰余価値=必要悪”「剰余労働なしでは
富はふえない。」「だから『搾取を全部やめればいい』剰余労働なんかやめてしまえばいい、という話ではないんだよ」「労働者は剰余価値を生まなくてもいいんだ、ではなくて、働き方の問題だ。」（140-2頁）→修正資本主義で持続可能な発展を！
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引用抜粋集                      東京東京協議会 秋の特別講座 2023.10.8.  
【３】テキスト引用抜粋集 
第１巻①【第1篇第1章】〔ロビンソン対比〕共産主義社会での社会的総労
働の均衡分配 

第１巻②【第5篇第15章】社会的総生産物に即した「剰余」・「必要労
働」割り振り、 
真のワークシェア、

 最後に、目先を変えるために、共同の生産手段で労働しじぶんたちの多くの個
人的労働力を自覚的に1つの社会的労働力として支出する自由な人びとの結合体
を考えてみよう。ここでは、ロビンソンの労働のすべての規定がくりかえされ
るのであるが、ただそれは個人的にではなく社会的にである。ロビンソンのす
べての生産物は、ただかれひとりの個人的生産物であり、したがってまた、直
接にかれのための使用対象であった。この結合体の総生産物は、1つの社会的な
生産物である。この生産物の一部分は、ふたたび生産手段として役立つ。この
部分は依然として社会的なものである。しかし、他の一部分は、結合体の成員
によって生活手段として消費される。したがって、それはかれらのあいだに分
配されなければならない。この分配の仕方は、社会的生産有機体そのものの特
殊な種類と、これに照応する生産者たちの歴史的発展程度とにおうじて、変化
するであろう。ただ商品生産と対比するために、われわれは、各生産者の手に
はいる生活手段の分け前は、各自の労働時間によってきまるものと、前提しよ
う。そうすれば、労働時間は二重の役割をえんじることになるであろう。労働
時間の社会的に計画的な配分は、社会の種々な欲望にたいする種種な労働機能
の正しい割合を規制する。他面では、労働時間は、同時に、共同労働への生産
者の個人的参加の尺度として役立ち、したがってまた共同生産物のうち個人的
に消費されうる部分のなかの生産者の個人的分け前の尺度として役立つ。人び
とのかれらの労働や労働生産物にたいする社会的関係は、ここでは生産におい
ても分配においてもやはり透きとおるように単純である。 

（新版⑴140頁/新書訳⑴133頁/原書93頁）

【抜粋】　「資本主義的生産形態を廃止すれば、労働日を必要労働に制限する
ことが可能である。しかし、必要労働は、その他の事情が変らなければ、その
範囲を拡大するであろう。というのは、一方では、労働者の生活条件がもっと
豊かになり、かれの生活上の諸要求がより大きくなるからである。また、他方
では、今日の剰余労働の一部分は必要労働に、すなわち社会的な予備財源と蓄
積財源とを獲得するために必要な労働に、数えられるようになるからであ
る。……

• • • • • • • • •
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第１巻（第７篇）③では、富の資本主義的領有をふまえた「資本蓄積法
則」の帰結として“収奪者が収奪され”“資本主義の弔鐘が鳴る”道すじ…※ 斎
藤解釈点検 

労働の強度と生産力とがあたえられていれば、労働が社会のすべての労働能力
ある成員のあいだに均等に配分されていればいるほど、すなわち、社会の１つ
の層が労働の自然必然性をじぶんの肩からはずして他の層に転嫁することがで
きなければできないほど、社会的労働日のなかの物質的生産に必要な部分はそ
れだけ短くなり、したがって、個人の自由な精神的・社会的活動のために獲得
される時間部分はそれだけ大きくなる。労働日の短縮の絶対的限界は、この面
かちみれば、労働の一般化である。資本主義社会では、１つの階級のための自
由な時間が、大衆のすべての生活時間が労働時間に転化されることによって、
つくりだされるのである。 
（新版⑶920頁/新書訳⑶905-6頁/原書552頁）

• • •

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •
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■（２）『資本論』第2巻 
■（３）『資本論』第3巻 
株式会社の歴史的意義：「資本主義的生産の最高の発展のこの結果こそ
は、資本が生産者の所有に−しかも、…結合した生産者の所有、…社会
的所有に−再転化するための必然的な通過点である。」 (新版⑼772-/新書
訳⑽758-/原453-) 
 「資本主義的生産様式そのもののなかでの、資本主義的生産様式の止
揚、…新たな生産形態へのたんなる通過点。」、「私的所有の統制を欠
く私的生産だ」。 
　株式制度は、資本主義基礎のうえでの資本主義的私的産業の止揚。
(774/760/454) 

・株式会社は未来社会への過渡形態。資本主義経済のなかでの資本『所
有』の不労性・腐朽性・ 
・不要性の暴露。 
⇒ 資本関係の最高の発展がその過渡(期)となる。〔別添テキスト資料を参
照〕…テキスト抜粋資料NO.１～６ 

■「必然性の国」と「自由の国」と『真の自由の国』第6篇第21章 
「【１】自由の国〔Reich、王国、領域、の訳語あり〕は、事実上、窮迫〔Not、
欠乏・窮乏のこと〕と外的な目的適合性〔外的強制のこと〕とによって規定され
る労働が存在しなくなるところで、はじめて始まる。したがって、それは、事柄
の性質上、本来の物質的生産の圏域の彼岸〔jenseits、向こう側〕にある。【２】
未開人が自分の欲求を満たすために、自分の生活を維持し再生産するために、自
然と格闘しなければならないように、文明人もそうしなければならず、しかも、
すべての社会形態で、あらゆるすべての生産様式のもとで、彼はそうした格闘を
しなければならない。文明人が発展するにつれて、諸欲求が拡大するのだから、
自然的必然性のこの国は拡大する。しかし同時に、この諸欲求を満たす生産諸力
も拡大する。この範囲内における自由は、ただつぎの点にだけありうる。すなわ
ち、社会化された人間、結合された生産者たちが、盲目的な力によって支配され
るかのように自然との彼らの物質代謝によって支配されるのではなく、この物質
的代謝を合理的に規制し、自分たちの共同の制御〔Kontrolle〕のもとにおくとい
う点、すなわち、最小の力の使用をもって自分たちの人間性にもっともふさわし
い・もっとも適合した諸条件のもとでこの物質代謝を行うという点、にありうる

■土地の所有権の総括
＊ 所有権をうみだしたものは生産関係である。生産関係が変われば、所
有権の物質的経済的な源泉も消失する。「より高度な経済的社会構成体
の立場からは、個々人による地球の私的所有は、ある人間による他の人
間の私有がそうであるように、ばかげたものとして現われるであろう。
一つの社会全体でさえも一つの国民でさえも、それどころか同じ時代の
諸社会を一緒にしたものでさえも、大地の所有者ではない。それらは、
土地の占有者、土地の用益者にすぎないのであって、よき家父長とし
て、土地を改良し、次の世代に残さなければならないのである。」（新
版⑾1384頁/新書訳⒀1352-37頁/原書784頁）第46章建築地地代。鉱山地
代。土地価格より。
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だけである。しかしそれでも、これはまだ依然として必然の国である。【３】必
然の国の彼岸において、それ自体が目的であるとされる人間の力の展開が、真の
自由の国が、始まる。しかし、この自由の国はただ、必然の国を基礎としてのみ
開花しうるのであるが。労働日の短縮が根本条件である。」（新版⑿1459-1460
頁/新書訳⒀1434-5頁/原書828頁） 

■（４）『ゴータ綱領批判』 
“必要に応じて” 論─「ゴータ綱領批判」(1875年)の未来社会論……斎藤解釈点検 

　「共産主義社会のより高い段階において、すなわち，分業のもとへの諸個人の
奴隷的な従属がなくなり、それとともに、精神的労働と肉体的労働との対立も
なくなったあとで、労働が生きるための手段だけでなく、労働そのものが生活の
第一の必要となったあとで，諸個人の全面的な発達にともなって彼らの生産諸力
も増大し、協同組合的富のすべての源泉がいっそうあふれるほど湧き出るように
なったあとで、──そのときはじめて、ブルジョア的権利の狭い限界が完全にの
りこえられ、そして社会はその旗につぎのように書くことができる。 
　　各人はその能力に応じて、各人にはその必要に応じて！」 
(『ゴータ綱領批判』、訳〈科学的社会主義の古典選書〉30頁、下線は引用者)  
　『ゴータ綱領批判』(1875年)の未来社会論 
　その要点は以下。そこでは「ゴータ綱領草案」の批判的拡充という作業趣旨に
沿って、フランスのユートピアン共産主義者カベーらが1840年代に先駆的に提唱
し流布した『各人は能力に応じて、各人は必要に応じて！』の未来社会標語が、
マルクスによって鍛え直され、ちからづよく蘇えさせられることになりました。
「搾取」生産関係の止揚だけでなく、大工業生産力の飛躍的増進を前提条件とし
て、共産主義社会への過渡的な「第一段階」を経たうえに、「より高い段階」、
成熟した共産主義、という“本史”ステージを展望する、進化的な発展段階の見地
をみのらせています。 
　確認できる要点。第一に、『資本論』第3巻第48章に収められた「自由の国・
必然の国」論と符節が合っているということです。「共産主義社会のより高い段
階〔höheren Phase〕」では、「労働が生きるための手段だけでなく、労働その
ものが生活の第一の必要〔欲求〕となる〔nicht nur Mittel zum Leben, sondern 
selbst das erste Lebensbedürfniss geworden〕」、と書き綴られています〔編み
掛けのnicht nur,sondern ...英語の not only,but...の言い回しに要注意です〕。労働
がなくなるというのではない。物質的生産活動が消滅してしまうとか、それに
取って代わって非生産活動の「自由な時間」が花ひらいて「真の自由の国」が到
来するとか、というのではありません。そうではなく、「窮迫と強制」という歴
史的制約の形態をはぎとられるにつれて、ほかでもなく「労働そのもの」が、「生
活の第一の必要〔欲求〕」となって発揚されるのです。「自由の国」の実現から
さらなる「真の自由の国」への飛躍が名実ともに成就されていく、見通し。…… 
　第二に、「各人は能力に応じて、各人は必要に応じて」のマルクスによる鋳直
しの件。このカベー派の標語の由来は、もとはサン・シモン主義が「各人には能
力に応じて、各能力には仕事に応じて」というスローガンを掲げたこと〔今流の
“成果主義”のニュアンス濃厚です〕に対して、それでは“不平等”を残すことになる
とカベーが批判し、自書『イカリア旅行記』（第3版、1845年刊）で“分配の平等”
を主眼にして“必要に応じて”にパラフレーズ(書き換え) したという経緯がありまし
た（服部文男『マルクス探索』新日本出版社、1999年、159−166頁参照）。カ
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ベーにあっては、「各人は能力に応じて〔社会にあたえ〕、各人は必要に応じて
〔全生産物から平等相当を受け取る〕」のように、当時はやっていた「労働全収
権」の思想でいろどられた、分配主義的な偏向をおびたものだったようです。そ
こにマルクスは楔(くさび)を打ち込み、独自のものに仕上げました。⑴ 生産関係
の別表現でしかない分配の位置の適正化、⑵「搾取」関係の桎梏の分析とその克
服による生産力の飛躍的解放、⑶「窮迫と強制」が止揚され「労働が生活の第一
の必要」となる成熟段階の見極め、【以上「ゴータ綱領批判」のマルクスのチェッ
ク眼目の主要三点】これらを通して、自身の「真の自由の国」特有の共産主義ス
ローガンに、鋳直し、蘇らせたのです。ここに、先行者らを悩ませた、そして
「ゴータ綱領草案」にまで残滓をのこしたところの“平等の権利”、“全収権”など、
「ブルジョア的権利の狭い限界が完全にのりこえられ」る、とマルクスが書き添
えるにいたったゆえんを認めることができます。          （了）
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